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                                     都道府県番号 

５５ 

学校名 

新潟市立明鏡高等学校 

課程 

定時制 

学科 

普通科 

指定期間 

２６～２９ 

 
平成２９年度 個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育 

研究開発実施報告書（要約） 

 
１ 研究開発課題 
高等学校に在籍する障害のある生徒の自立と社会参加を図るため、特別支援学校などの専門機関と連携し、

自立活動を取り入れた特別な教育課程の編成及び得意分野を伸ばす教科指導の充実に関する研究開発を行う。 

 

２ 研究の概要 
自閉症など対人関係に困難を示す生徒を対象に、「人間関係の形成」に関する指導を中心とした「自立活動

Ⅰ」（２単位）及び社会参加や就労につながる指導を中心とした「自立活動Ⅱ」（２単位）を設定する。授業の

実施に当っては、個別の指導計画を作成し、特別支援学校や特別支援教育センター等と連携し、指導方法や評

価の方法について研究する。 

また、現行の教科指導の中で，得意分野を活かしたり情報の伝達方法を工夫したりするなどして生徒の実態

や特性に応じた指導を追究する。 

 

３ 研究の目的と仮説等 
（１）研究開始時の状況と研究の目的 

平成２９年度の自立活動履修生徒は、男子生徒２名、女子生徒８名の計１０名であり、その内男子生徒１名、

女子生徒４名が昨年度からの継続である。また、その内の女子３名は夜間部の生徒である。いずれもアスペル

ガー症候群やＡＤＨＤなどの発達障害や情緒障害、小・中学校時の不登校経験などによりコミュニケーション

に困難を抱えていたり、人間関係の形成を苦手としている生徒である。 

昨年度からの継続生徒５名については、個人差はあるが、本研究による成果が出てきていると考えられる。

故に、平成２９年度についても、過去３年間と同様に、生徒個々の特性を把握し、その特性に応じた指導を展

開することにより生徒の個性や可能性を伸ばしていくことを目的とする。 

 
（２）研究仮説 

本研究では、高等学校に在籍する発達障害など様々な要因により特別な支援が必要な生徒に対し、障害の状

態に応じて必要な支援を受けることができるシステムとして、自立活動を取り入れた特別な教育課程を編成

し、通級形式による指導を行っていく。また、障害のある生徒と障害のない生徒が共に学ぶ通常の学級におい

ても、理解しやすい授業作りを学校全体で考えていく。それらにより、以下のような成果が期待される。 

 

ア．「人間関係・コミュニケーション」を身につけるため、人とのつきあい方や人の気持ちについて考え、

自分の気持ちを表現したりイライラを抑えたりする力を身につける。 

イ．「社会的技能・社会のルールやマナー」を身につけるため、公共の場でのルールやマナーを身につけ、

思い込みで失敗しないようにしたり、生活の中で役立つ技能を習得したりする。 

ウ．将来の社会的・経済的自立に向けて、社会参加や就労につながる知識・技術を身につける。 
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（３）教育課程の特例 

教育課程の特例の内容 指 導 内 容 授業時間数・単位数等 

「自立活動Ⅰ」(自分デザイン)の

設置 

 

人間関係の形成を主とする通級指導教室

における指導。 

・個別指導 

・グループ指導 

・校外体験学習 

週２単位時間、 

年間７０時間 

２単位 

「自立活動Ⅱ」(未来デザイン)の

設置 

 

 

 

社会参加や就労につながる内容を主とす

る通級指導教室における指導 

・個別指導 

・グループ指導 

・校外体験学習 

週２単位時間、 

年間７０時間 

２単位 

 

（４）個々の能力・才能を伸ばす指導（現行指導要領における一斉指導の改善工夫等） 

平成２６年度より、全教職員でユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善を推進し、平成２７年度

は校内で公開授業を実施し、それを受けて全教科で共通して取り組むことができる事項を「明鏡スタンダード」

として定めた。平成２８度には年度当初からＵＤＬを取り入れた授業実践を行い、さらに教科の枠を超えて互

見授業を行った。平成２９年度は「明鏡スタンダード」に基づいた授業改善を進めていくともに、以下の点を

考慮しつつ、さらなる改善に取り組んでいく。 

・全体への一斉指導の支援のレベルを「つまずきのある生徒には必要な支援であり、つまずきのない生徒にと

っても便利な支援」として位置づけ、全ての生徒が参加できる授業づくりを目指す。 

・ＩＣＴの活用やアクティブ・ラーニングの導入など、授業改善をより一層深めていく。 

・外部への授業公開と研究協議を実施し、学びのユニバーサルデザインの視点の共有を目指す。 

 

（５）研究成果の評価方法 

評価対象は、通級指導教室で自立活動を受講する生徒とし、評価方法は、「個別の指導計画に基づく評価」

「hyper－ＱＵ検査による評価」「本人や保護者へのアンケート、聞き取りによる評価」「学力検査」などで行

う。また、校内の教職員など関係者によるアンケート調査を行い分析する。 

 

４ 研究の経過等 
（１）教育課程の内容 

教育課程の特例を適用し、定時制に通う多様な特徴を持つ本校の生徒から対象生徒の絞り込みをしながら、

生徒の困り感を多面的に理解し、将来、自信を持って社会で生活していけるよう、柔軟で弾力的に運用をして

いく。 

 

（２）全課程の修了認定の要件 

「自立活動」は教科科目ではなく領域のため、授業に参加して設定した目標に対して成果が満足できるもの

と認められ、他者と関わろうとする意欲や前向きに自立しようとする姿勢が見られた場合には、単位を認定す

る。 
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（３）研究の経過 

 実施内容等 

第一年次 

（２６年度） 

＜研究基盤の確立と第１次研究＞ 

・研究計画の策定（校内研究推進委員会、運営指導委員会） 

・生徒のソーシャルスキルにかかわる実態把握と対象生徒の絞り込み 

・通級指導教室における自立活動の指導内容の検討（１年次生から実施） 

・発達障害のある生徒に対する授業やテストにおける工夫 

・対象生徒の個別の支援計画の作成 

・運営指導委員会及び専門家を招聘した職員研修による理論的理解の推進 

・先行研究，実践及び文献での研修、先進校への視察 

・第一年次研究のまとめと次年度計画策定 

第二年次 

（２７年度） 

＜実践研究の見直しと第２次実践研究＞ 

・研究計画の確認（校内研究推進委員会、運営指導委員会） 

・通級指導教室における自立活動の指導内容の検討（１，２年次生） 

・通級指導教室の効果的な運営と校内体制の検討 

・各教科における指導方法の工夫と配慮事項の検討 

・１年次から継続の生徒の変容、効果の検証 

・外部機関や企業と連携した就労支援、就労に関する「体験学習」等の取組 

第三年次 

（２８年度） 

＜研究のまとめと研究成果の公表＞ 

・研究計画の確認（校内研究推進委員会、運営指導委員会） 

・全学年による自立活動の指導の実施 

・通級指導教室の教育課程の改善実施（授業研究を含む） 

・運営指導委員会による研究内容及び研究推進についての評価・改善 

第四年次 

(２９年度) 

＜３年間のまとめをふまえた新たな課題の設定と制度化へ向けた準備＞ 

・研究計画の確認（校内相談支援委員会、運営指導委員会） 

・通級指導教室の運営等の見直しと校内体制の検討 

・授業公開へ向けた各教科における一斉授業の改善工夫 

・通級指導教室の制度化へ向けた校内体制の整備と外部機関との連携強化 

（４）評価に関する取組 

 評価方法等 

第一年次 

（２６年度） 

・対象生徒の学習成果物による評価（年２回） 

・行動観察記録等による分析的評価（年２回） 

・標準化された評価シートによる分析評価 

・教職員の内部評価 

・生徒からの聴取による自己評価、保護者へのアンケート調査 

第二年次 

（２７年度） 

・対象生徒の学習成果物による評価（年２回） 

・行動観察記録等による分析的評価（年２回） 

・標準化された評価シートによる分析評価 

・教職員の内部評価 

・生徒からの聴取による自己評価、保護者へのアンケート調査 
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第三年次 

（２８年度） 

・対象生徒の学習成果物による評価（年２回） 

・行動観察記録等による分析的評価（年２回） 

・標準化された評価シートによる分析評価 

・教職員の内部評価 

・生徒からの聴取による自己評価、保護者へのアンケート調査 

・３年間を通じた研究仮説の検証 

・実践報告書の作成と報告会の開催 

第四年次 

（２９年度） 

・対象生徒の学習成果物による評価（年２回） 

・行動観察記録等による分析的評価（年２回） 

・標準化された評価シートによる分析評価 

・教職員の内部評価 

・生徒からの聴取による自己評価、保護者へのアンケート調査 

・公開授業と研究協議会の開催 

・４年間を総括した報告書の作成 

 
５ 研究開発の成果 
（１）実施による効果 

自立活動では、半期ごとに受講生徒対象のアンケートを、年度末に保護者対象のアンケートを実施している。

受講生徒対象アンケートでは、「自分の目標に近づくことができた」「授業を受けて成長した」など、前向きな

回答が多く見られ、その効果が明確にうかがえる。また、保護者アンケートからも、子供の変化や成長が見ら

れるようになったという記述が多く、今後も今までの内容を踏まえた形で指導を継続していきたい。 

 一斉授業の改善・工夫に向けた取組では、授業のユニバーサルデザイン化をめざして「明鏡スタンダード」

を策定し、全教職員が各自の授業で実践するようになったことが大きな成果である。最終年度には研究発表会

において全授業を外部に公開し、また、全生徒対象の授業アンケートの結果でも、「授業はわかりやすい」「学

習内容に興味・関心が持てた」という回答が増えている。これらは学校全体で取り組んできた授業改善の結果

であると言える。 

 
（２）実施上の問題点と今後の課題 

４年間にわたる研究事業を通して、高等学校における通級指導への理解が教職員の間にも深まってきたと思

われるが、その一方で、平成３０年度からの制度化へ向けた課題も明確になってきた。担当者や設備面などの

課題はもちろんであるが、一番の課題は対象とすべき生徒及びその選定方法である。高等学校の通級において、

どのような生徒を対象とすべきかは、４年間常に課題とされてきた。次年度以降は、新潟市教育委員会による

就学支援委員会において対象生徒が決定されることとなったが、校内においても小中学校の事例を参考としな

がら、対象生徒について追究していきたい。 

一斉授業の工夫については、「明鏡スタンダード」に基づく授業のユニバーサルデザイン化が定着した。今

後は、ＩＣＴの活用やアクティブ・ラーニングなど新学習指導要領も踏まえた授業改善を考えていく必要があ

る。 
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